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スポーツの秋を満喫
10月10日、町民グラウンドで町民体育祭がありました。
輪投げや玉入れ、二人三脚リレーなど各地区の代表選手
たちが競った競技は５種目。子どもからお年寄りまでス
ポーツの秋を満喫しました。
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駅
伝
の
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分

も
走
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」。「
何
と
な
く

入
っ
た
陸
上
部
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
」。
等

な
ど
陸
上
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

【
陸
上
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
】

　

メ
ン
バ
ー
は
全
員
、
鞍
手
北
中
の
陸
上
部

Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
徳
永
先
生
、
児
島
先
生
、
吉

柳
先
生
は
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
を
指
導
し
て
き

た
陸
上
部
の
顧
問
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
年
代

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
３
人
の
顧
問
、

そ
し
て
陸
上
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
を

す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。
そ
れ
が
こ
の

チ
ー
ム
の
「
つ
な
が
り
」
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
た
ち
。　

　
「
今
こ
ん
な
に
も
何
か
ひ
と
つ
の
こ
と
を

一
生
懸
命
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
い
う
。
こ
れ
は
、
陸
上
部
の
先
輩
・
後
輩

の
枠
を
越
え
、
始
ま
っ
た
こ
の
チ
ー
ム
で
の

活
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陸
上
に
対
す
る
熱
い

思
い
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
証
で
す
。

【
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
】

　

鞍
北
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
の
中
に
は
、
車

い
す
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
神

谷
佳
道
さ
ん
が
い
る
。
現
在
は
、
リ
ハ
ビ
リ

も
兼
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に
参
加
し
て
い

る
。
彼
は
今
後
の
目
標
を
「
自
分
ひ
と
り
で

車
い
す
で
完
走
す
る
こ
と
。
そ
し
て
自
分
の

足
で
立
ち
、
少
し
で
も
走
る
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
抱
負
】

　
「
夢
に
と
き
め
け
、
明
日
に
き
ら
め
け
」

３−2010.11

走
り
続
け
る

特集

【
陸
上
競
技
の
歴
史
】

　

よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
く
と
い

う
運
動
競
技
の
基
本
が
陸
上
競
技
で
す
。
そ

の
競
技
の
起
源
は
、
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

ま
で
遡
り
、
男
性
だ
け
の
競
技
で
、
女
性
は

見
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
の
一
部
は
今
日
ま
で

変
わ
ら
ず
に
受
け
継
が
れ
、
競
技
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
が
始
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し

た
の
は
、
１
９
１
２
年
の
第
５
回
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
大
会
で
、
短
距
離
に
三
島
弥
彦
さ
ん
、

マ
ラ
ソ
ン
に
金
栗
四
三
さ
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

日
本
の
冬
の
風
物
詩
の
一
つ
に
駅
伝
大
会

が
あ
り
ま
す
。
一
般
の
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
ま
で
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会

で
健
脚
を
競
い
ま
す
。
１
本
の
タ
ス
キ
を
数

人
の
ラ
ン
ナ
ー
で
つ
な
い
で
い
く
醍
醐
味
は

走
る
ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く
万
人
を
魅
了
し

ま
す
。
こ
の
駅
伝
競
技
は
、
唯
一
日
本
で
生

ま
れ
た
も
の
で
、
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
っ

た
競
技
種
目
で
あ
り
、
日
本
の
長
距
離
・
マ

ラ
ソ
ン
界
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
の
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
駅
伝
の
語
源
は
、

奈
良
時
代
に
駅
の
制
度
に
大
宝
律
令
に
定
め

ら
れ
た
「
駅
馬
伝
馬
」
制
に
あ
り
、
こ
の
う

ち
の
駅
と
伝
を
と
り
駅
伝
と
名
付
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

【
設
立
の
経
緯
】

　

鞍
北
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
の
設
立
は
、
平

成
13
年
。
代
表
を
務
め
る
栗
田
光
晴
さ
ん
が

平
成
12
年
度
の
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
に

参
加
し
た
際
、
母
校
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
出

場
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
最
初

は
５
、６
人
の
卒
業
生
で
活
動
し
て
い
た
が
、

徐
々
に
声
を
か
け
、
翌
年
の
平
成
13
年
度
の

直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
を
皮
切
り
に
、
鞍

北
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
を
結
成
。
現
在
で
は
、

実
業
団
で
活
躍
し
て
い
た
仲
間
も
現
役
生
活

に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
こ
の
チ
ー
ム
で
楽
し

さ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

【
活
動
状
況
】

　

現
在
、
鞍
北
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
昭

和
58
年
度
卒
業
生
か
ら
平
成
21
年
度
卒
業
生

ま
で
と
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
４

月
に
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
24
時
間
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｎ
、
12
月
の
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
。
そ

の
ほ
か
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
何
人
か
集
ま
っ

て
は
、
北
九
州
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
月
例

マ
ラ
ソ
ン
や
各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
駅
伝

大
会
、
記
録
会
な
ど
に
出
場
・
参
加
し
て
い

ま
す
。

【
陸
上
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
】

　
「
小
学
校
の
と
き
に
ど
う
し
て
も
勝
て
な

い
幼
馴
染
が
い
て
、
勝
ち
た
い
と
思
い
、
走

り
始
め
た
」。「
小
学
校
の
と
き
に
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
優
勝
し
、
中
学
で
は
兄
が
陸
上
部
に

入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
入

部
」。「
小
学
校
の
と
き
に
高
校
駅
伝
の
テ
レ

ビ
中
継
で
綱
崎
さ
ん
の
走
り
を
見
て
、
憧
れ
、

走
り
た
い
な
ぁ
と
思
い
、
気
が
つ
い
た
ら
陸

上
を
し
て
い
た
」。「
町
内
の
駅
伝
競
走
大
会

で
走
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
家
族
ぐ
る
み
で

◆過去に入賞したレース
直鞍一周駅伝競走大会
　　年  度 順　位
平成 16 年度 第３位
平成 17 年度 第３位
平成 18 年度 第３位
平成 20 年度 準優勝

宗像ユリックス
       24 時間ＥＫＩＤＥＮ
 　　年  度    順　位　
平成 15 年度 第３位
平成 16 年度 　準優勝　
平成 17 年度 第３位
平成 19 年度 準優勝

鞍手北中学校陸上部ＯＢチーム

10
年
目
の
節
目
に
決
意
も
新
た
に

△平成 16 年４月 24 時間ＥＫＩＤＥＮ

△九電工実業団での綱崎さんの現役生活引退の際に集まった仲間

鞍
手
北
中
学
校
陸
上
部
の
卒
業
生
で
結
成
さ
れ
た
鞍
北
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム

榊原　愛（H 7）
柴崎　香（H 7）
平良新二（H 7）
竹中鮎子（H 7）
成重洋平（H 7）
金森匡昭（H 8）
松岡孝幸（H 8）
神谷佳道（H10）
松岡　明（H10）
立石知之（H10）
芝野孝太（H12）
平良清美（H12）
芝野良平（H15）
秋竹将太（H16）
栗田新也（H17）
芝野博絵（H18）
古川勇二（H19）
大村元希（H21）

鞍手北中学校
　陸上部ＯＢチーム参加者名簿

栗田光晴（S58）
水摩英一（S58）
森永裕一（S58）
梶栗幸雄（S59）
髙橋泰宏（S59）
堀角泰正（S61）
石橋孝一（H 1）
綱崎真二（H 1）
阿部幸則（H 2）
船津敏和（H 3）
首藤　啓（H 3）
古野尚志（H 3）
坊山弘展（H 3）
栗田亮一（H 4）
古野敏彦（H 5）
井上晶子（H 6）
井上聡子（H 7）
井上貴代（H 7）

（　）内は中学卒業年度

鞍北陸上部ＯＢチームでは、メンバーを随
時募集しています。鞍北陸上部卒業生のみ
なさんの参加をお待ちしています。
●問い合わせ　栗田 090-9606-1387 まで

2010.11−２

特 集

今年も鞍手北中陸上部ＯＢチームは、
直鞍一周駅伝競走大会（小竹町スター
ト・ゴール）に出場します。沿道から
の声援をお願いします。
●とき　11 月 28 日（日）午前 10 時
　スタート（区間は 17 ページを参照）

△平成 17 年度直鞍一周駅伝競走大会

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
ま
だ
夢
は
広
が
っ
て
い
る
メ
ン

バ
ー
た
ち
。
昨
年
の
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大

会
は
、
２
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
も
の
の
、
オ
ー

プ
ン
参
加
の
た
め
、
無
念
の
「
記
録
な
し
」。

「
10
年
目
の
節
目
と
な
る
今
年
こ
そ
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
監

督
の
綱
崎
真
二
さ
ん
は
力
強
く
宣
言
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

何
か
を
成
し
遂
げ
る
と
次
の
目
標
を
見
失

い
が
ち
に
な
る
。
け
れ
ど
仲
間
と
一
緒
に
走

り
続
け
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た
メ
ン

バ
ー
た
ち
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
続
け
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

△平成 20 年 12 月直鞍一周駅伝競走大会  Ａチーム準優勝



【
江
戸
時
代
の
燃
料
事
情
】

　

古
門
の
伊
藤
家
に
伝
わ
る
天
保
２
年
（
１
８
３
１
年
）
か

ら
安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
ま
で
の
25
年
間
に
わ
た
り
記

録
さ
れ
た
『
家か

じ

ざ

っ

き

事
雑
記
』
に
は
薪
、
石
炭
、
炭
の
入
手
や
利

用
の
状
況
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

薪
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
採
集
は
少
な
い
も
の

の
、
毎
月
行
わ
れ
、
特
に
12
月
か
ら
１
月
の
採
集
回
数
は
多

い
と
い
え
ま
す
。

　

石
炭
は
天
保
９
年
（
１
８
８
３
年
）
２
月
６
日
に
風
呂
た

き
用
に
「
石
か
ら
」
を
購
入
し
、
60
文
を
支
払
っ
て
い
る
記

録
が
最
初
で
す
。
そ
の
後
は
、
年
に
１
回
程
度
の
利
用
で
し

た
。
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
年
）
よ
り
年
に
数
回
の
購
入
記

録
が
あ
り
ま
す
。
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
年
）
以
降
は
12

月
末
か
ら
１
月
初
め
に
集
中
し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。
安
政

３
年
（
１
８
５
６

年
）
１
月
７
日
の

購
入
記
録
が
最
後

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
燃

料
事
情
は
、
一
般

庶
民
の
間
で
は
薪

が
主
流
を
占
め
、

石
炭
の
利
用
は
少

な
く
、
あ
く
ま
で

も
石
炭
は
ご
く
限

ら
れ
た
場
合
に
の

み
使
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

５−2010.11 2010.11−４

特 集 歴
史
民
俗
資
料
館

鞍
手
石
炭
も
の
が
た
り

【
概
要
】

　

日
本
唯
一
の
地
下
資
源
で
あ
っ
た
石
炭
は
、
明
治
時
代
よ

り
近
代
化
を
進
め
る
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
わ
が

国
の
産
業
全
体
を
発
展
さ
せ
、
国
民
の
生
活
を
支
え
た
と
い

え
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
は
石
炭
の
発
見
か
ら
江
戸
時
代
の

石
炭
事
情
、
明
治
時
代
以
降
の
石
炭
産
業
の
発
展
を
テ
ー
マ

に
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
鞍
手
町
の
石
炭
産
業
】

　

西
川
流
域
の
石
炭
採
掘
に
つ
い
て
は
、
文
政
４
年

（
１
８
２
１
年
）
の
触ふ

れ
じ
ょ
う状
の
写
し
に
木
月
村
貝か

い
が
ら
や
ま

殻
山
と
、
新

延
村
一
ノ
谷
に
焚た

き

石い
し
や
ま山
鉱
山
が
あ
り
、
古
門
村
道
中
に
石
場

（
集
炭
場
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

天
保
９
年
（
１
８
３
８
年
）
黒
田
藩
は
、
芦
屋
に
石
炭
を

統
制
す
る
役
所
と
し
て
焚た

き
い
し
か
い
し
ょ

石
会
所
を
設
け
、
遠
賀
川
流
域
の

四
郡
（
嘉
麻
・
穂
波
・
遠
賀
・
鞍
手
）
の
石
炭
の
管
理
を
し

て
い
ま
し
た
。

【
石
炭
発
見
】

　

福
岡
県
で
最
古
の
石
炭
は
、
文

明
元
年
（
１
４
６
９
年
）、
三
池
郡

稲と
う
か荷
村
の
農
民
伝
治
左
衛
門
が
稲
荷

山
で
た
き
火
中
に
、
黒
石
に
燃
え

移
っ
た
こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　

筑
豊
で
は
、文
明
10
年（
１
４
７
８

年
）
遠
賀
郡
香
月
村
の
山
中
で
農
夫

が
た
き
火
中
に
燃も

え

石い
し

を
発
見
し
た
の

が
始
め
と
い
わ
れ
ま
す
。

【
手
掘
り
の
採
炭
】

　

小
規
模
炭
坑
で
は
、
天
井
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
に
人
が

や
っ
と
入
れ
る
大
き
さ
の
穴
を
掘
り
、
石
炭
を
掘
り
出
し
て

い
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
２
人
１
組
と
な
り
、ツ
ル
ハ
シ
（
石

炭
を
掘
る
道
具
）
で
掘
っ
た
石
炭
を
ソ
リ
状
の
木
箱
や
背
負

い
カ
ゴ
で
運
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

【
西
川
の
石
炭
輸
送
】

　

明
治
時
代
に
入
る
と
西
川
流
域
に
は
多
く
の
小
炭
坑
が
生

ま
れ
、
掘
り
出
さ
れ
た
石
炭
は
船
積
場
（
川か

わ
か
ん
ば

勘
場
）
ま
で

人じ
ん
り
ょ
く力
や
、
馬
車
で
運
び
、
川
ひ
ら
た
に
積
み
替
え
て
芦
屋
・

若
松
等
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
西
川
に
は
上
流
か
ら
八
尋
の
川

端
と
小
木
橋
、

木
月
の
浮
殿
と

大
橋
、
遠
賀
町

の
木
守
と
今
古

賀
に
６
個
所
の

川
勘
場
が
あ
り

ま
し
た
。

川
か
ら
陸
へ

　

石
炭
産
出
量

の
増
加
で
明
治

41
年（
１
９
０
８

年
）
室
木
線
が

開
通
し
、
石
炭

の
輸
送
手
段
は

川
舟
か
ら
汽
車

へ
と
変
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
正

年
間
に
で
き
た

三
菱
新
入
炭
坑

６
坑
・
７
坑
よ

り
掘
り
出
さ
れ

た
石
炭
は
筑
豊

線
小
牧
信
号
場

（
現
在
の
鞍
手

駅
）
よ
り
分
岐

し
た
、
専
用
線

に
よ
っ
て
運
搬

さ
れ
ま
し
た
。

【
江
戸
時
代
の
石
炭
の
記
録
】

　

江
戸
時
代
の
１
６
０
０
年
代
後
半
に
は
、
黒
田
藩
の
儒
学

者
で
あ
る
貝
原
益え

っ
け
ん軒
が
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
遠
賀
、鞍
手
、

嘉
麻
、
宗
像
、
粕
屋
一
帯
で
村
人
が
燃
石
を
薪ま

き

の
代
り
に
使
っ

て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
同
じ
頃
オ
ラ
ン
ダ
商
館

の
医
者
Ｅ
・
ケ
ン
ペ
ー
ル
は
、
木
屋
瀬
か
ら
黒
崎
の
間
に
、

数
箇
所
の
石
炭
坑
を
見
て
、『
わ
れ
ら
に
甚
だ
稀
珍
数
奇
な
る

【
企
業
の
石
炭
採
掘
】

　

明
治
20
年
代
、
筑
豊
地
域
に
は
石
炭
採
掘
を
目
的
に
三
菱

鉱
業
、
三
井
鉱
山
な
ど
の
企
業

が
進
出
し
、
大
規
模
な
開
発
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
政
府

が
目
指
し
た
「
殖
産
興
業
」
政

策
の
一
つ
と
し
て
、
近
代
工
業

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
確
保
す
る

こ
と
は
国
家
の
威
信
を
か
け
た

重
要
事
項
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

三
菱
鉱
業
は
大
正
時
代
に
は

野
山
で
あ
っ
た
中
山
に
、
新
入

第
６
坑
、
第
７
坑
を
開
さ
く
し
、

石
炭
産
業
の
拠
点
を
開
発
し
ま

し
た
。
80
年
以
上
経
っ
た
今
は
、
石
炭
を
運
ん
だ
エ
ン
ド
レ

ス
（
動
力
の
捲
機
で
炭
車
や
人
車
を
運
搬
す
る
方
法
）
や
引

込
み
線
は
幹
線
道
路
に
、
炭
坑
住
宅
は
形
を
変
え
、
主
要
な

居
住
地
域
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
そ

の
時
代
の
雄
姿
を
物
語
る
面
影
は
な
か
な
か
見
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
で
育
ま
れ
た
最
先
端
の
技
術
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
は
継
承
さ
れ
た
産
業
の
礎

い
し
づ
えと
な
っ
て
息
づ
い
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
石
炭
産
出
量
は
、
昭

和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
頃

で
年
問
約
50
万
ト
ン
以
上
の

生
産
で
、
筑
豊
炭
田
の
約

７
％
か
ら
８
％
（
福
岡
県
で

は
約
３
％
）
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
石
炭
鉱
業
合
理
化
事

業
団
の
資
料
に
よ
る
と
、
町

の
年
問
石
炭
生
産
量
は
、
約

52
万
３
千
ト
ン
を
出
炭
し
て

い
た
こ
と
が
、
う
か
が
い
し

れ
ま
す
。

企
画
展

も
の
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
示
さ
れ
た
り
』
と
、
記

録
し
て
い
ま
す
。
上
の
絵
は
平
成
２
年
に
石
炭
資
料
展
示
場

が
完
成
し
た
と
き
に
作
成
し
た
江
戸
時
代
の
西
川
付
近
の
石

炭
積
み
出
し
の
様
子
で
す
。
鞍
手
の
人
々
も
石
炭
を
利
用
し

て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特集 歴史民俗資料館企画展

△芦屋焚石会所（芦屋町教育委員会提供）

△三池石炭発見伝説図△石炭運び出しの様子（田川市石炭・歴史博物館提供）

△明治 42年西川大橋完成記念式と川ひらた

△三菱新入６坑の捲上機

△三菱新入６坑選炭場

△江戸時代の西川付近の石炭積み出しの様子

＊＊鞍手の石炭、炭坑の歴史で
　　　　その時代を懐古してみませんか＊＊

  入館料無料
　2010

   開館時間：午前９時～午後５時
   休 館 日 ：毎週月曜日、第３日曜日、祝日

  鞍手町歴史民俗資料館
   〒 807-1311
   福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧 2097 番地
   ＴＥＬ 0949 － 42 － 3200
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まちの話題 My Town Topics

　10 月 10 日、町民グラウンドで町民体育祭が行われま
した。37 の区が参加し、今年も
各地区の代表選手たちが輪投げ
や玉入れ、二人三脚リレーなど
５種目の競技で競い合いました。
子どもたちから高齢者まで、練
習の成果を発揮し、競技が終わっ
た後は、皆、晴れ晴れとした顔
をしていました。きっと満足の
いく結果だったことでしょう。

練習の成果を発揮!!
▶気持ちのいい汗を流しました

　7 月に大豆の種を
まいてから数ヶ月が
経ち、この日は大豆
になる前の枝豆の収
穫です。古月小学
校が 10 月 13 日に、
西川小学校が 14 日
に枝豆の収穫を行い
ました。収穫した
枝豆は、15 日にサ
ングリーンで販売。
お客さんたちに「お
いしい枝豆いかが
ですか」と大きな
声で枝豆のおいし
さをアピールしな

がら販売しました。両小学校とも販売開始から 20 分か
ら 30 分程度で完売となり、児童たちはとてもうれしそ
うでした。食育の活動に取り組む鞍手町農業女性の会の
皆さんの協力
のもと自分た
ちで育てたも
のです。これ
からも、まだ
まだ大豆の秘
密を探る学習
が待っていま
すね。

採りたて枝豆のお味は !?
▶西川小・古月小の３年生が枝豆収穫と販売

９月 26 日、町立体育館
で第 48 回鞍手町子ども会
体育大会が行われました。
今年は 21 チーム 257 人が
参加。リーグ１とリーグ２
に分かれ、熱戦が繰り広げ
られました。大会当日は、
元気一杯日ごろの練習の成
果を発揮していました。試合結果は次のとおりです。（丸
数字は順位）【リーグ 1】①中山本村ブルースカイ②古門
モンキーズ③木月ブレイカーズ、新延ダブルクロス【リー
グ 2】①新塚ブルーハワイ②いむた混合チーム③木月ファ
イターズ、泉水ファイターズ

白熱の試合に熱気がいっぱい
▶狙いをすまして

　10 月 11 日、好天に恵
まれた体育の日。町民グ
ラウンドで保育所の運動
会がありました。町立３
保育所の運動会です。プ
ログラムはかけっこやお
遊戯、保護者と一緒の競
技など盛りだくさんでし
た。子どもたちは元気
いっぱいに走ったり、一
生懸命に踊ったりと楽し
い１日を過ごしていまし
た。

ちびっ子たちの運動会
▶町立保育所合同運動会

　町の人権擁護委員に毛利芳太郎さん、水摩加代子さん、
林正隆さんが再任されました。任期は平成 22 年 10 月１
日から平成 25 年９月 30 日までの３年間です。
　人権擁護委員は、地域住民で人格や見識が高く、広く社
会の実情に通じ、人権擁護について理解のある人を町長が
推薦し、法務大臣が委嘱した人。町には、ほかにも４人の
人権擁護委員の皆さんが活躍されています。

７人で力を合わせて
▶人権擁護委員に３人が再任

2010.11−６



　10 月 15 日
か ら 17 日 の
３日間は芸術
の祭典。中央
公民館では公
民館まつりが、
町立体育館で
は、美術展が

開催されました。公民館まつりでは、16 日に実技の発表
でフラダンスなどがステージ上で披露されました。展示
コーナーでは、１
年間の集大成、思
い思いの作品が展
示されました。ま
た、美術展にも力
作がたくさん出品
され、来場者たち
は鞍手の芸術家の
作品に見入ってい
ました。

　目指すは、潤いと安らぎを与えてくれる川。10 月 13 日、

「六田川をきれいで水害のない川にする会」では、剣南小
学校 5 年生の児童と六田川の生物を投網などで捕獲し、観
測を行いました。「六田川にいる生物を調べよう」、「絶滅
危惧種」などについての学習。この日はギンブナ、ミナミ
テナガエビ、メダカ
や絶滅危惧種のニホ
ンバラタナゴなど多
種を捕獲。児童たち
は水の状態で生息す
る生物が変わってく
るなど水辺に関する
さまざまなことを学
びました。

公民館まつりと美術展
▶思い思いの作品と熱いステージ

阿
あ べ

部瑚
こ こ あ

香愛ちゃん
平成21年11月４日生まれ
ここちゃん、１歳のお誕生日
おめでとう。はやく、ふれ姉
ちゃんと走って遊べるといい
ね。健康で元気に育ってね。
日々の成長を楽しみにしてい
ます !!（父 　一信さん、母
麻里さん・中山）

11月生まれ
Happy  birthday  to  you.

すくすく
日記

芝
し ば

　桜
お う す け

佑くん
平成20年11月５日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう!!
毎日いたずらばかりしていつ
もママに怒られてるね（笑）
でも、おうちゃんは元気いっ
ぱいの笑顔で家族みんなを楽
しくさせてくれます。ありが
とう。これからもたくさんご
はん食べてスクスク育ってく
ださいね。（父 　敏治さん、
母　寛子さん・中山）

小
お だ

田智
ち な

菜ちゃん
平成20年11月17日生まれ
智菜ちゃん２歳のお誕生日お
めでとう!! 少しずつだけどお
しゃべりもできてお姉ちゃん
らしくなったね。パパもママ
も智菜ちゃんの成長がこれか
ら楽しみです。（父　祐嗣さ
ん、母　智子さん・中山）

潤いと安らぎのある川、六田川
▶六田川の生物観測

　97 年にテレビ朝日系東映アニメ「あずみ・マンマミー

ア」の挿入歌「Soul Brother」で俳優古本新之輔とのデュ

オで注目を集めた鞍手町出身の歌手、高野十座（たかの

じゅうざ）さん。10 月には３枚目となる CD「桜・黄色
い」を発売。今回はミリオン歌手 Be-B を迎えカップリ
ングに「BAND STAND の上で」を収録。今年 10 月に
鞍手初のレコード会
社「ゲオルギ・レコー
ド」を立ち上げ心機
一転、頑張っていま
す。「鞍手の活性化
のためにも頑張りた
い」と今後の抱負を
語る高野さん。みな
さんの応援をよろし
くお願いします。

鞍手町出身の歌手にエールを
▶みなさんの応援が力になります

渡
わ た な べ

邊功
こ う た

太くん
平成19年11月27日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう!!
元気に育ってくれて、家族皆
幸せをもらっています。これ
からもお姉ちゃんと仲良くし
ようね。（父　雄二さん、母　
朗子さん・中山）

お待ちしています
「すくすく日記」のコーナーでは、発
行月に誕生日を迎える満３歳ま
でのちびっ子を募集しています。
12 月生まれは、11 月 11 日
（木）までに電話で役場総務課☎
４２局２１１１番へお申し込み
ください。

　10 月 16 日、17 日の両日、新北でお宮日が行われまし
た。16 日 夕 方 か ら
はバザーやカラオケ
大 会。17 日 に は 熱
田宮からと熊野宮か
ら山笠をひき、新北
の沿道を練り歩きま
した。秋の終日、新
北はおまつり一色で
盛り上がりました。

新北お宮日
▶新北区民の楽しい２日間

７−2010.11



楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

現在、風景にチャレンジしてい
ます。冬の悴むような寒さを表現
するのに苦心しました。

2010.11−８

短歌 岡崎登代子さん
（室木）

新記録続きの今年の猛
暑に鳥も動物たちもさぞ
びっくりしたことだろう。
毎年たくさん来るつばめ
も今年は数がとても少な
かった。玄関近くの電線
にいつまでも囀っていた
二羽も来なくなった。無
事に南の島へ帰っただろ
うか。

ちぎり絵 長友章子さん
（中山）

電
線
に  

二
羽
の
つ
ば
め
の  

囀
さ
え
ず

り
ぬ

立
秋
過
ぎ
る
も  

猛
暑
の
あ
し
た

９
月
5
日
か
ら
26
日
の
毎
週
日
曜
日
、
第
21
回
鞍
手
町
長
旗

争
奪
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
チ
ー
ム
は
20
チ
ー
ム
、

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
丸
数
字
は
順
位
）
①
ヤ
ン
キ
ー
ス
②
福
岡
ス
タ
ー
ク
ラ

ブ
③
ミ
サ
ワ
テ
ク
ノ
、
パ
イ
レ
ー
ツ

第
21
回
鞍
手
町
長
旗
争
奪

野
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
野
球
連
盟

「
百
三
歳
児
」。「
し
い
の
み

学
園
」
や
「
手
作
り
お
も
ち
ゃ

テ
キ
ス
ト
」
な
ど
の
著
者
で
も

あ
り
、し
い
の
み
学
園
理
事
長
・

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
で
も

あ
る
世
界
一
元
気
な
百
四
歳
児
の
曻
地
三
郎
さ
ん
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
内
容　

世
界
一
元
気
な
百
四
歳
児
が
実
践
す
る
十

大
「
習
慣
健
康
法
」

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班
ま

で 百
歳
か
ら
が
本
番

超
高
齢
で
ま
す
ま
す
輝
く

百
四
歳
児
が

秘
訣
を
伝
授

●
役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

舞
踊
協
会
定
期
公
演
会

●
鞍
手
町
舞
踊
協
会

鞍
手
町
舞
踊
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
第
13
回
定
期

公
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者
が
多
数

出
演
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

藤
間
菊

名
里
☎
４
２
局
２
０
４

５
番
ま
で

栗田嘉子さん
（中山）表装

棟方志功の裸婦の版画を数枚い
ただき、古布等
を使って現代風
に創作表装にし
てみました。い
ろいろと古布を
使って楽しんで
います。

「
書
作 

八や

そ

じ
十
路 

三
人
展
」

●
野
上
光
子
・
荒
井
た
か
・
郡
司
島
千
代

野
上
光
子
、
荒
井
た
か
、
郡
司
島
千
代
が
今
ま
で
に
書
き
溜

め
た
も
の
や
新
作
の
書
の
集
大
成
と
し
て
次
の
と
お
り
「
書
作

八
十
路
三
人
展
」
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

12
月
２
日
（
木
）
か
ら
５
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

谷
尾
美
術
館
（
直
方
市
殿
町
１
０
番
３
５
号
）

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

郡
司
島
千
代
☎
４
２
局
３
５
０
８
番
ま
で

福
岡
県
民
体
育
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

９
月
18
日
と
19
日
に
第
53
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鞍
手
町
も
鞍
手
郡
の
代
表
と
し
て
各
種
目
に
出
場

し
ま
し
た
。
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

▽
一
般
男
子
の
部
（
４
パ
ー
ト
）

=
第
３
位

●
陸
上
競
技　

▽
青
年
男
子
５
０
０
０
ｍ
第
４
位
＝
金
森
匡

昭
（
16
分
18
秒
）、
第
８
位=

古
野
敏
彦
（
16
分
46
秒
）



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての100字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
祖父の絽の羽織でコートを作りま
した。

ランプのつもりで作りましたが、
中に花を挿して楽しんでいます。

９−2010.11

古野かすみさん
（中山）

宮永紀代美さん
（中山）

Relay Essay

　
　
　
　
　
「
人
と
人
」

著
者
は
、
県
内
の
と
あ
る
大
学
に
通
う

学
生
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
人
暮
ら
し
を

し
、
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
。
今
回
は
、
バ
イ
ト
を
通
し
て
学
ん
だ

他
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
述

べ
て
い
く
。
飲
食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
い

う
こ
と
で
無
論
店
員
と
し
て
客
と
接
す

る
わ
け
だ
が
、
客
に
も
老
夫
婦
か
ら
家
族

連
れ
、
学
生
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
経
験

の
乏
し
い
著
者
は
、
は
じ
め
は
戸
惑
い
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
。
客
か
ら
見
れ
ば
愛
想
の

悪
い
店
員
に
映
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
仲
間
内
で
も
で

き
の
悪
い
新
人
と
思
わ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
中
で
ひ
と

つ
だ
け
決
め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
常
に
感
謝
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
客

が
私
を
必
要
と
す
れ
ば
あ
り
が
と
う
。
そ

し
て
帰
る
と
き
に
も
あ
り
が
と
う
。
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
感
謝
の

言
葉
も
時
が
柔
ら
か
く
温
か
み
の
あ
る

も
の
に
変
え
、
常
連
客
と
も
笑
顔
で
会
話

を
す
る
。
そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
の
仲
間
内

で
も
指
導
し
て
も
ら
っ
た
ら
あ
り
が
と

う
。
助
け
て
も
ら
っ
た
ら
あ
り
が
と
う
。

こ
の
繰
り
返
し
だ
け
は
忘
れ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
今
の
関
係
を
築
け
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
自
分
の
中
に
芯

を
通
す
こ
と
は
、
心
の
柱
と
な
り
行
動
の

指
針
と
な
る
。
時
が
経
ち
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
成
長
し
た
著
者
は
そ
こ
に
い
る
相

手
へ
の
感
謝
と
敬
意
を
持
ち
、
回
り
を
見

渡
し
配
慮
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
著
者
本
人
の
太
い
ひ
と
つ
の

芯
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
拙
い
文
章
を
読

ん
だ
読
者
も
ひ
と
つ
で
も
ふ
た
つ
で
も

心
の
中
に
大
き
な
芯
を
通
し
て
物
事
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。次

回
は
、
野
口
雄
也
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
勇
樹
さ
ん
（
古
門
・
19
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

く
ら
て
元
気
ま
ち
お
こ
し

商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付

「
く
ら
て
ま
ち
振
興
券
」
発
売

●
鞍
手
町
商
工
会

鞍
手
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
く
ら
て
ま
ち
振
興
券
」
を
発
売
し
ま
す
。

こ
の
振
興
券
は
、
町
内
の
お
店
や
事
業
所
で

利
用
で
き
ま
す
。
地
域
活
性
化
を
進
め
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。

●
使
用
期
間　

平
成
22
年
12
月
１
日
（
水
）

か
ら
平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

●
く
ら
て
ま
ち
振
興
券　

▽
１
冊=

１
万
円

（
５
０
０
円
×
22
枚
綴
り=

１
万
１
千
円
）

▽
発
売
冊
数=

２
千
冊
▽
１
人
に
つ
き

３
冊
ま
で
購
入
可
能
（
15
歳
以
下
の
人

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

●
発
売
場
所　

鞍
手
町
商
工
会
（
鞍
手
町
中

山
２
７
６
８
番
地
）

●
発
売
日
時　

12
月
１
日
（
水
）
か
ら
完
売

ま
で　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で　

※
町
内
及
び
町
外
の
人
も
購

入
で
き
ま
す

●
利
用
で
き
る
お
店
・
事
業
所　

町
内
の
お

店
・
事
業
所
（
振
興
券
取
扱
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
目
印
で
す
）
た
だ
し
、
公
共
機

関
（
町
立
病
院
は
利
用
で
き
ま
す
）
へ

の
支
払
、
出
資
や
債
務
の
支
払
、
寄
附
、

有
価
証
券
、
商
品
券
、
図
書
券
、
年
賀

状
、
は
が
き
、
印
紙
、
切
手
、
ビ
ー
ル
券
、

清
酒
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入

な
ど
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

取
扱
店
や
詳
し
い
こ
と
は

鞍
手
町
商
工
会
☎
４
２
局
０
３
５
７
番

ま
で

楽
し
い
六
ヶ
岳
統
一
登
山

●
鞍
手
町
商
工
会
青
年
部

六
ヶ
岳
を
考
え
る
会
（
社
団
法
人
直
方

青
年
会
議
所
・
宮
若
商
工
会
議
所
青
年
部
・

鞍
手
町
商
工
会
青
年
部
）
で
は
、
宗
像
三

女
神
降
臨
伝
説
の
あ
る
霊
峰
六
ヶ
岳
を
直

方
市
、
宮
若
市
、
鞍
手
町
そ
れ
ぞ
れ
の
登

山
口
か
ら
統
一
登
山
を
行
い
ま
す
。
登
頂

後
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
３
日
（
祝
）
午
前
10
時
か
ら

（
集
合
時
間
９
時
30
分
）
※
雨
天
の
場
合

は
11
月
13
日
（
土
）
に
順
延

●
と
こ
ろ　

六
ヶ
岳
登
山
口
（
長
谷
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
鞍
手
町
商

工
会
☎
４
２
局
０
３
５
７
番
ま
で



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFOR

MATION

／11月の休館日は、３日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

心にともる小さな光をテーマに更に鮮
やかで美しくダイナミックな表現と
なった元永さんの絵がまず目に飛び込
んできます。そしてそこに呼吸のぴっ
たり合った谷川さんの言葉。声に出し
て気持ちのよい言葉ばかりなのですが、
不思議なことに「間」やイントネーショ
ンを優しく誘導してくれているような
感覚になり、読んでいる人の心に一言
一言がしみこんでくるのです。

ココロのヒカリ
作＝谷川俊太郎

「ヤドカミ様にお願いしてみようか」「叶
えてくれると思うで。なんでも」やり
場のない心を抱えた子どもたちが始め
た、ヤドカリを神様に見立てるささや
かな儀式。やがてねじれ祈りは大人た
ちに、そして少年たち自身に、不穏な
ハサミを振り上げる。やさしくも哀し
い祈りが胸を衝く、俊英の最新長篇小
説。

月と蟹
作＝道尾秀介

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／往復書簡（作＝湊かなえ）／弧舟（作＝渡辺淳一）／アリ
アドネの弾丸（作＝海堂　尊）／ある日自分へ（作＝相田み
つを）／烈日－東京湾臨海署安積班（作＝今野　敏）／キリ
ン（作＝山田悠介）／ノン＋フィクション（作＝古川日出男）
／もしもし下北沢（作＝よしもとばなな）／カウントダウン
（作＝佐々木　譲）／優しいおとな（作＝桐野夏生）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／もこ　もこもこ（作＝谷川俊太郎）／はらぺことのさ
ま（作＝つきおかゆみこ）／おとうさんはパンやさん（作
＝平田昌広）／スージ・ズーもうすぐハロウィーン／スー
ジー・ズーあきをあつめたよ／スージー・ズーいつまで
もともだち／スージー・ズーブーフはどこ？／ウィッツ
イーとブーフ／あひるのウィッツィー（作＝スージー・
スパッフォード）

ニルスのふしぎな旅
作＝セルマ＝ラーゲルレーフ

両
親
の
言
い
つ
け

を
守
ら
な
い
、

勉
強
大
嫌
い
、

い
じ
わ
る
大
好
き
な
ニ
ル

ス
。
あ
る
日
魔
法
を
か
け

ら
れ
小
人
に
さ
れ
た
。
さ

あ
、
大
変
。
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
ガ
ン
の
群
れ
に
混

じ
っ
て
ガ
チ
ョ
ウ
の
背
中

に
乗
っ
た
ニ
ル
ス
の
旅
が

始
ま
り
ま
す
。
キ
ツ
ネ
に

襲
わ
れ
た
り
、
カ
ラ
ス
に

さ
ら
わ
れ
た
り
、
旅
の
途

中
で
い
ろ
ん
な
体
験
を
す

る
う
ち
に
両
親
の
あ
り
が

た
さ
に
気
付
き
ま
す
。
小

人
に
さ
れ
た
ニ
ル
ス
は
元

の
姿
に
戻
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。
両
親
の

元
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。楽
し
く
て
、

愉
快
な
旅
を
ニ
ル
ス
と
一

緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

夢を旅した少年アルケミスト
作＝パウロ・コエーリョ

旅
っ
て
何
な
の

で
し
ょ
う
。

日
常
生
活
か

ら
非
日
常
へ
、
そ
し
て

日
常
に
戻
る
。
そ
し
て

今
の
自
分
を
見
つ
め
、

周
り
の
状
況
が
見
え
て

く
る
。
羊
飼
い
の
少
年

は
宝
物
が
隠
さ
れ
て
い

る
と
い
う
夢
を
二
度
も

見
る
。
そ
の
意
味
を
確

か
め
る
た
め
の
旅
に
出

る
。
挫
折
し
た
り
賢
者

の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら

れ
た
り
、
長
い
道
の
り
、

困
難
と
闘
い
旅
を
続
け

る
。
旅
先
で
出
会
う
山

あ
り
谷
あ
り
の
そ
の
過

程
が
重
要
で
あ
る
と
作

者
は
語
り
か
け
ま
す
。

宝
物
の
在
り
処
は
？

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

11
月
は
「
旅
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
矢
野
百
合
子
さ
ん
（
い
ず
み
読
書
会
）
で
す
。

2010.11−10



Health
Dr.川尻の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
肺
炎
が
死
因
で
年
間
11
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
70

歳
以
上
の
割
合
が
94
％
で
す
。
70
歳
以
上
の
人
は
、
肺
炎
を
起
こ
し
や

す
い
の
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

川
尻
龍
典
さ
ん
・
か
わ
じ
り
た
つ
の
り　

日
本
呼
吸
器
学
会
指
導
医
、
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
、
日
本
内
科
学
会
総
合
内
科
専
門
医
・
平
成
２
年
産
業
医

科
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
病
院
、
中
部
労
災
病
院
や
筑
豊
労
災
病
院
な
ど
を
経
て
、
平
成
15
年
よ
り
町
立
病
院
呼
吸
器
内
科
に
勤
務
。
45
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
、
肺
炎
に
な
ら
な
い
と
聞
い
た
の
で
す

が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。（
70
歳
・
男
性
）

【
肺
炎
の
種
類
】

肺
炎
は
、
感
染
す
る
病
原
微
生

物
に
よ
っ
て
大
き
く
「
細
菌
性
肺

炎
」「
非
定
型
肺
炎
」「
ウ
イ
ル
ス

性
肺
炎
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

70
歳
未
満
の
人
が
市
中
肺
炎
（
日

常
生
活
の
中
で
感
染
す
る
肺
炎
）

の
原
因
と
な
る
菌
は
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
と
い
う
病
原
体
が
圧
倒
的
に

多
く
、
肺
炎
球
菌
は
２
番
目
で
す
。

し
か
し
、
70
歳
以
上
の
人
が
市
中

肺
炎
の
原
因
と
な
る
菌
は
肺
炎
球

菌
が
一
番
多
く
、
次
い
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
と
な
り
ま
す
。
こ
の

肺
炎
球
菌
か
ら
の
肺
炎
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
を
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
と
い
い
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
】

肺
炎
球
菌
の
型
は
80
種
類
以
上

あ
る
と
さ
れ
、
日
本
で
発
売
さ
れ

て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ
の
内
の

23
種
類
の
型
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
肺
炎
球
菌
感
染
の

約
80
％
に
対
し
て
効
果
）

こ
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
「
肺
炎
予

防
効
果
」
と
と
も
に
、
肺
炎
球
菌

に
よ
る
肺
炎
に
な
っ
て
も
「
軽
症

で
あ
る
」、「
抗
生
物
質
が
効
き
や

す
い
」
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
５
年

間
継
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
肺
炎
の
発
症
要
因
】

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
４

位
に
挙
げ
ら
れ
る
疾
患
で
す
。

高
齢
者
で
は
加
齢
に
伴
い
免
疫

力
の
低
下
、
気
管
支
の
構
造
が
変
化

す
る
た
め
細
菌
性
の
肺
炎
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
高
齢

者
は
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
、
慢
性

呼
吸
器
疾
患
な
ど
合
併
症
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
死
亡

率
は
年
齢
と
と
も
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
あ
と
発
症
す
る
こ
と
が
多

く
、
し
か
も
約
３
割
は
肺
炎
球
菌

に
よ
る
感
染
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
肺
炎
が
死
因
と

な
っ
た
方
は
、
年
間
11
万
人
以
上

（
年
間
死
亡
者
数
の
10
％
）、
そ
の

う
ち
70
歳
以
上
の
割
合
は
94
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
非
常
に
高
齢
者

の
死
因
と
な
り
や
す
い
疾
患
な
の

で
す
。

【
予
防
法
】

近
年
、
抗
生
物
質
が
効
き
に
く

い
耐
性
菌
も
出
現
し
て
お
り
、
肺

炎
の
治
療
を
抗
生
物
質
に
頼
る
の

に
は
限
界
が
あ
り
、
予
防
が
大
変

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
は
、
日
常
ど
こ
に
で

も
あ
る
細
菌
で
す
。
体
力
が
落
ち

て
い
る
時
や
高
齢
者
の
方
な
ど
、

免
疫
力
が
弱
く
な
っ
て
く
る
と
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

予
防
の
方
法
は
、
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
、
う
が
い

や
手
洗
い
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

70
歳
以
上
の
人
は
肺
炎
球
菌
に
よ

る
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

種　類 病原微生物

細菌性肺炎
肺炎球菌、インフルエン
ザ菌、黄色ブドウ球菌な
どの細菌が原因で起こる

非定型肺炎
マイコプラズマ、クラミ
ジアなどの一般の細菌と
はタイプの異なる微生物
などが原因で起こる

ウイルス性肺炎
インフルエンザウイル
ス、麻疹ウイルス、水疱
ウイルスなどさまざまな
ウィルが原因で起こる

▲肺炎の種類一覧
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFOR

MATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交
付を受けましょう。妊娠中の生活や制度などに
ついて保健師が説明します。
●とき　11月 10日、17日、24日の午前 10時か
ら 11時 30 分まで①必ず妊婦さん本人がお越
しください②原則、毎週水曜日が交付ですが、都合がつ
かない場合は　相談に応じます

●ところ　総合福祉センター保健棟　●必要なもの　妊娠
届出書（ある人のみ）・印かん

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
　11 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者
には事前に通知をしています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異なりますので詳
細は通知（案内）書をご確認ください

●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・栄養相
談など
健診内容 期日 対象児

４か月健診 11 月 11 日（木）平成 22 年 06 月 17 日から平成 22 年 17 月 14 日生まれ

７か月健診
11 月 25 日（木）

平成 22 年 04 月 02 日から
平成 22 年 04 月 29 日生まれ

12 か月健診 平成 21 年 11 月 01 日から
平成 21 年 11 月 30 日生まれ

１歳半健診
11 月 14 日（木）

平成 21 年 04 月 08 日から
平成 21 年 05 月 04 日生まれ

３歳児健診 平成 19 年 10 月 08 日から
平成 19 年 11 月 04 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談）11 月 24 日（水）

平成 22 年 09 月 28 日から
平成 22 年 10 月 25 日生まれ

※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

予防接種
■ＢＣＧ予防接種
▷４か月健診のときに一緒に行います
▷接種期間　生後６か月未満
▷ところ　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
011 月 11 日（木） 午後１時 30 分から２時まで012 月 09 日（木）

■ポリオ予防接種
▷ポリオの予防接種は２回受けてください
▷対象者　生後３か月から 90 か月未満
▷ところ　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
11 月 26 日（金） 午後１時 30 分から２時まで

インフルエンザの予防接種が始まっています

インフルエンザ予防接種
のお知らせ!!

●接種期間　平成 22年 10月１日から平成 23
年３月 31日まで（できる限り 12月中旬ま
でに受けてください）

●接種料金　① 65歳以上及び 60歳以上 65歳
未満で身体障害者手帳１級程度の障がいを
持つ人=1,000 円②一般の人＝全額自己負担
　※料金は病院によって異なります
　③次に該当する人は年齢にかかわらず接種
料金が無料になります。▷生活保護世帯（診
療依頼書が必要）▷町民税非課税世帯の人
（予防接種用非課税世帯証明書が必要=役
場保険健康課で発行します。）
　※証明書がない場合は有料となりますので、
ご注意ください

●接種できる医療機関　ほとんどの医療機関
（内科・小児科等）で接種できます。できる
だけかかりつけの医療機関で予約をして予
防接種を受けてください。ただし、指定医
療機関に指定されていない病院では、接種
することができませんのでご注意ください

　これから寒くなり、インフルエンザが流
行する季節になります。インフルエンザを
予防するには予防接種を受けることがとて
も有効な手段です。今年は、３価ワクチン（季
節性と新型の混合）と１価ワ
クチン（新型のみ）のどちら
かを選ぶことができます。か
かりつけの医療機関にご相談
ください。

　保健師からの健康ワンポイント

　風邪をひかないためには、もとも
と体がもっている免疫力を高める必

要があります。①血の巡り（血行）の改善②
体を動かす③体を温める④体を冷やさない⑤
栄養補給⑥食べる⑦水分補給⑧ウィルス対策
（手洗い・うがい）等を取り入れ、普段どおり
の生活を心がけましょう。また、インフルエ
ンザの予防接種を受けることも、ある程度の
効果が見込まれます。
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国民年金からの
お知らせです。国

民　年金の
そこが知りたい
役場保険年金班☎42局2111番

Support
国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市

町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

納
付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等

が
必
要
で
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会

社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明

書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

み
額
で
す
。

２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
る
場
合

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納

付
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
翌

年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯

で
連
帯
し
て
納
付

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及

び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ご

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
人

の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身

の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、ご
家
族
分
の
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
も
、
申

告
す
る
人
の
申
告
書
に
添
付

等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
（
全

国
３
１
２
カ
所
）、
ま
た
は

「
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」（
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

１
１
７
）
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

＊
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.sia.

go.jp/

COM
MENT

老
齢
年
金
等
（
老
齢
ま
た

は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
）
に
は
、
所
得
税
法
上
、

「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す
（
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
に
は
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
）。
所
得
税
は

受
け
取
る
年
金
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
が
、
源
泉
徴
収

の
対
象
と
な
る
の
は
年
金
額

が
百
五
十
八
万
円
以
上
の
人

の
み
で
す
（
65
歳
未
満
の
人

は
百
八
万
円
以
上
）。

所
得
税
に
は
、
納
税
者

の
税
を
負
担
す
る
能
力
に
応

じ
た
課
税
を
行
う
た
め
に

各
種
の
控
除
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
公
的
年
金
等
に
係

る
源
泉
徴
収
の
際
に
こ
の
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
「
公
的
年
金
等
の

受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
（
ハ
ガ
キ
）」（
以
下
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
と
い
い

ま
す
）
を
日
本
年
金
機
構
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
扶
養
親
族
等
申
告
書

は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
対
象
と

な
る
年
金
受
給
者
の
人
に
送

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
12
月
１
日
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
に
お
忘
れ

な
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
扶
養
親
族
等
申
告

書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
な

く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
な

ど
に
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
（
申
告
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
、
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５
７
０
‐

０
５
‐
１
１
６
５
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、

所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
届
書
で
す
。
申

告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

控
除
申
告
が
な
い
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く
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●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局 5693 番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗資料館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●町立病院…42局1231番
●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

今
月
の
納
税
（
11
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
６

期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

納
期
限
は
11
月
30
日

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く

個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て

い
る
皆
さ
ん
。
11
月
は
個
人

事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
付

月
で
す
。
県
税
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴

重
な
財
源
。
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
納
税
は
、
便
利

で
安
全
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限　

11
月
30
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
飯

塚
・
直
方
県
税
事
務
所
課
税

第
一
課
事
業
税
係
☎
（
０
９

４
８
）
２
３
局
４
１
１
１
番

ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め

る
町
税
は
、
口

座
振
替
に
す
る

と
金
融
機
関
へ

行
く
手
間
が
い

ら
ず
、
納
め
忘

れ
も
な
く
て
安

心
で
す
。
毎
月
15
日
ま
で
に

手
続
き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機
関

や
役
場
税
務
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

事
業
者
を
対
象
に

年
末
調
整
の
説
明
会

直
方
税
務
署
で
は
、
事
業

者
を
対
象
に
し
た
年
末
調
整

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
事
前
に
事
業
者
へ
お

送
り
す
る
関
係
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
山
部
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
法
人
課
税
部
門
☎
２
２

局
０
８
８
０
番
ま
で

相
続
又
は
贈
与
等
の

所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

相
続
や
贈
与
税
な
ど
に
よ

り
、
遺
族
の
人
な
ど
が
年
金

と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険

金
や
共
済
金
に
関
す
る
所
得

税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
扱

い
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.nta.go.jp

ま
た
は
、
最

寄
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
法
人
課
税
部
門
☎
２
２

局
０
８
８
０
番
ま
で

税
を
考
え
る
週
間

国
税
庁
で
は
、
11
月
11
日

か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
定
め
、
税
の
意
義

や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

税
務
行
政
の
現
状
と
取
り
組

み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

の
周
知
と
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎

（
０
５
７
０
）
０
１
５
９
０
１

番
ま
た
は
、
直
方
税
務
署
総

務
課
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

11
月
10
日
（
水
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

税
金

相
談

Calendar
2010
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
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くらしの情報

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
25
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

福
岡
県
司
法

書
士
会
で
は
、

賃
金
未
払
い
、

サ
ー
ビ
ス
残

業
、
解
雇
な
ど

の
労
働
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
電
話
相

談
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
23
日
（
祝
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
電
話

番
号　

福
岡
県
司
法
書
士

会
☎
（
０
９
２
）
７
２
２

局
４
１
３
１
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

11
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相

談
▽
と
き
＝
11
月
５
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）　

▽
と
き
＝
11
月
11

日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

▽
と
き
＝
11
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
11
月
24
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
11
月
４
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）　

　

▽
と
き
＝
11
月
20
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）　

　

▽
と
き
＝
11
月
30
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
は

特
設
人
権
相
談
所
ま
で

人
権
擁
護
委
員
や
直
方
法

務
局
職
員
が
、
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

12
月
６
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

い
じ
め
問
題
、

法
律
問
題
、
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


電
話
相
談
へ
ど
う
ぞ

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
離

婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
養

育
費
の
電
話
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
）
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
０
３
９
０
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
期
日　

平
成
23
年
１

月
22
日
（
土
）

●
受
験
資
格　

15
歳
以
上
（
中

卒
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子
（
平
成
23
年
４
月
１

日
現
在
）

●
受
付
期
間　

平
成
23
年
１

月
７
日
（
金
）
ま
で

●
試
験
会
場　

飯
塚
開
発
セ

ン
タ
ー
小
倉
駐
屯
地
（
小

倉
南
区
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、自
衛

隊
飯
塚
地
域
事
務
所
☎（
０

９
４
８
）２
２
局
４
８
４
７

番
ま
で

柔
剣
道
有
段
者
の
刑
務
官

警
備
隊
要
員
選
考
採
用

福
岡
矯
正
管
区
職
員
課
で

は
九
州
地
区
の
刑
務
所
等
に

勤
務
す
る
刑
務
官
の
選
考
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

●
試
験
期
日　

平
成
22
年
11

月
28
日
（
日
）

●
受
験
資
格　

い
ず
れ
も
採

用
時
に
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
歴
を
有
す
る
者
、

年
齢
が
22
歳
未
満
の
者
は

柔
剣
道
２
段
以
上
、
22
歳

以
上
の
者
は
柔
剣
道
３
段

以
上

●
勤
務
地　

九
州
各
県
内
の

刑
務
所
等

●
試
験
科
目　

教
養
試
験
及

び
作
文
試
験

●
受
付
期
間　

平
成
22
年
11

月
15
日
（
月
）
ま
で

●
試
験
会
場　

福
岡
矯
正
管

区
（
福
岡
市
東
区
若
宮
５

丁
目
３
番
５
３
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
込
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
福
岡
矯
正

管
区
職
員
課
☎
（
０
９
２
）

６
６
１
局
１
２
６
０
番
ま
で

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す

放
送
大
学
の
学
生
を
募
集

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送

（
Ｃ
Ｓ
）
で
授
業
を
行
う
国
が

作
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

幅
広
い
分
野
の
科
目
を
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
23
年
４
月
入
学
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
教
養
学
部　

①
学
士
の
学

位
が
取
得
で
き
ま
す
②
15

歳
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
入
学
で
き
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
の
幅
広
い

分
野
（
約
３
百
科
目
）
か

ら
学
べ
ま
す
③
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん

●
大
学
院　

18
歳
以
上
で
あ

れ
ば
だ
れ
で
も
入
学
で
き

ま
す

●
募
集
期
間　

平
成
22
年
11

月
15
日
（
月
）
平
成
23
年

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
（
０

９
２
）
４
７
３
局
１
３
６

５
番
ま
で

試
験

募
集

卓
球
大
会
で

得
意
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
を

決
め
よ
う

第 27 回ラージボール卓球大会を次の
とおり開催します。多くの皆さんの参加
をお待ちしています。
● とき　12 月５日（日）午前９時から（８

時 30 分集合）
● ところ　町立体育館
● 参加資格　町内に住んでいる人や勤

めている人、鞍手町卓球連盟の会員
● 種目　①男子シングルス②女子シン

グルス③ミックスダブルス（予定）
● 試合形式　パート別予選リーグ戦後、

順位別決勝リーグ戦、ダブルスはトー
ナメント。試合球はラージボール

● 参加費　無料
● 申し込み・問い合わせ　鞍手町体育

協会事務局（中央公民館内）☎４２
局７２００番まで。締め切りは 11 月
26 日（金）です

卓球大会の参加者を募集します
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手
作
り
の
し
め
縄
で

新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か

歴
史
民
俗
資
料
館
講
座「
青

空
の
会
」
で
は
、
し
め
縄
作

り
の
体
験
学
習
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
手
作
り
の

し
め
縄
で
新
年
を
迎
え
ま
せ

ん
か
。

●
と
き　

12
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料

館
●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

30
人
（
１
家
族
１

名
。
ま
た
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で

　
お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
11
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

１
日
（
月
）、
８

日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

21
日
（
日
）、
22
日
（
月
）、

29
日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協

議
会
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

来
年
１
月
９
日
は

鞍
手
町
成
人
式

平
成
22
年
度
の
成
人
式
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
人
に
は
12
月
初
旬
に

往
復
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま

す
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業

後
に
町
外
に
転
出
し
て
い
る

人
で
、
鞍
手
町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育

委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

平
成
23
年
１
月
９

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

大
人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
変
わ
る

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
次
の
と
お
り
青

少
年
健
全
育
成
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　
「
親
学
・
人
間
学
」

～
親
や
子
の
問
題
に
ど
う

関
わ
る
の
か
～

●
講
師　

伊
藤
功
一
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

12
月
１
日

人
権
週
間
講
演
会

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
町

で
は
、
毎
年
12
月
に
「
人
権
週

間
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

12
月
１
日（
水
）
午

後
２
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　
「
男
女
共
同
参
画
と

児
童
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
）」

●
講
師　

白
川
嘉
継
さ
ん
（
福

岡
看
護
専
門
学
校
水
巻
校

学
校
長
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

主
役
は
僕
た
ち
、私
た
ち

少
年
の
主
張
を

聴
い
て
く
だ
さ
い

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
第
25
回
少
年

の
主
張
大
会
」
を
行
い
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
生
の
代
表

18
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

か
ら
得
た
喜
び
や
悩
み
、
そ

し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
主
張
し
ま
す
。
青

少
年
の
心
の
声
を
聴
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

11
月
３
日
（
祝
・
文

化
の
日
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

10
月
22
日
か
ら
、
次
の
と

お
り
福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
皆
さ
ん
は
十
分
に
お
気
を

くらしの情報

お
知
ら
せ

講
習

「ふれあいフェスタ」と「産業まつり」が一つにな
りました。新しい名前は、「くらて元気まつり」。町
の福祉や健康づくり、そして産業をもっと“元気”
にという願いを込めて名付けられました。家族みん
なで、友達を誘って、ぜひお越しください。

2010 くらて

● と き  　11 月７日 （日）午前９時 30 分から
● ところ　鞍手町文化体育総合施設内

● ふれあいゾーン  　歯科、親子で遊ぼう、食進会、
検診（エコー・乳がんなど）、介護保険相談、国
民健康保険展示、ボランティアなどのコーナー

● 元気ゾーン  　ダンシング谷村ものまねショー、
げんき大声コンテスト、フォトコンテスト、ダ
ブルチャンス抽選会、北中吹奏楽部の演奏など

● 問い合わせ　実行委員会事務局（鞍手町役場企
画財政課内・電話 42-2111) まで

医
療
や
福
祉
に
ふ
れ
よ
う
！

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
を
手
に
入
れ
よ
う
！

抽
選
会
で
テ
レ
ビ
を
当
て
よ
う
！

大
声
コ
ン
テ
ス
ト
で
元
気
を
競
お
う
！

自
慢
の
写
真
を
応
募
し
よ
う
！
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くらしの情報

付
け
く
だ
さ
い
。

●
最
低
賃
金　

６
９
２
円
（
一

時
間
当
た
り
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
５
７
８
番
ま
で

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
所
は
、
労
働
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
手
続
き

を
と
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
皆
さ
ん
、
従
業
員
の
人
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公

共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事

業
主
の
皆
さ
ん
、
制
度
を
正

し
く
理
解
し
、
労
働
保
険
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
適
用

室
☎
（
０
９
２
）
４
３
４

局
９
８
３
５
番
ま
で

11
月
19
日
は

福
岡
県
内
一
斉

ノ
ー
残
業
デ
ー
で
す

福
岡
労
働
局
で
は
、
11
月
を

「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）推
進
期
間
」

と
位
置
づ
け
、
福
岡
県
内
の
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ん
に
「
今
日

は
定
時
で
家
庭
に
帰
ろ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
実
施
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。「
毎
日
残
業
」
で
は
な

く
、
働
き
方
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ノ
ー

残
業
デ
ー
を
導
入
し
て
い
な
い

企
業
・
団
体
等
は
、
こ
の
機
会

に
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
実
施
日　

11
月
19
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
８
６
２
番
ま
で

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
児
童
虐
待
は
ど
こ

で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
関

心
を
持
ち「
児
童
虐
待
で
は
？
」

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
た

は
嘉
穂
・
福
岡
県
宗
像
児

童
相
談
所
☎
（
０
９
４
０
）

３
７
局
３
２
５
５
番
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

12
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
20
年
12
月
２
日
か
ら
昭

和
21
月
１
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
介
護
保
険
証
を
次

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。
将
来

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や

介
護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
24
日

（
水
）
か
ら
26
日
（
金
）
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交

付
案
内
の
通
知
は
が
き
、

印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で

 11 月 30 日までが特別経過措置です

８月１日から父子家庭にも児童扶養手
当の支給が始まりました。父子手当の申
請期間は 11 月 30 日（火）までとなって
います。11 月 30 日を過ぎると特別経過措
置を受けられません。受給対象者、支給
方法などはお問い合わせください。支給
開始月の特例は次のとおりです。▷平成
22 年７月 31 日までに児童扶養手当の支給
要件に該当している人は 11 月 30 日（火）
までに申請をすれば８月分から支給され
ます。▷８月１日以降 11 月 30 日までに
支給要件に該当した人は 11 月 30 日まで
に申請すれば要件に該当した日の翌月分
から支給されます。なお、11 月 30 日を過
ぎると申請の翌月分からの支給になりま
す。ただし、所得制限等の審査があり必
ず支給される手当ではありません。詳し
くは児童人権班までお問い合わせくださ
い。
●申請先・問い合わせ　役場福祉人権課

児童人権班まで

父子手当の
手続は
お済みですか

大規模な
土地取引には
届出が必要です
●国土利用計画法（国土法）

　次に該当する場合は、町を通じて県
へ届出をしなければなりません。

　▷土地の規模 = 町内 5,000 ㎡以上の土地
取引▷届出時期 = 契約締結後２週間以
内（契約締結日を含む）▷提出者 = 譲
受人

●公有地の拡大の推進に関する法律（公拡
法）　次に該当する場合は、町へ届出を
しなければなりません

　▷土地の規模 = ①町内 10,000 ㎡以上の
土地取引②町内 200 ㎡以上かつ都市計
画施設内に存在する土地取引③町内 200
㎡以上かつ各法律で施設区域と決定さ
れた区域内の土地取引▷届出時期 = 契
約締結前▷提出者 = 譲渡人

●届出書等　町公式ホームページもしくは
企画財政課窓口に準備しています

●注意事項　各法律に該当する土地取引の
届出を怠った場合は罰金、過料を科せ
られることがありますので必ず届出を
してください

●申し込み・問い合わせ　役場企画財政課
政策財政班まで

直鞍一周駅伝競走大会
沿道から選手を
応援してください
11 月 28 日（日）に第 65 回直鞍一周

駅伝競走大会が行われます。鞍手町か
らも鞍手北中陸上部ＯＢチームが参加
します。みなさんの声援が力になりま
す。沿道から声援をお願いします。
●とき　11 月 28 日（日）　10 時スタート
●スタート・ゴール　小竹町運動公園
●区間　▷第１区 7.7 ㎞＝小竹町運動公

園～直方市西部運動公園▷第２区 4.5
㎞＝～タカラスタンダード前（到着
予定＝ 10 時 38 分頃）▷第３区 4.3 ㎞
＝～鞍手消防署出張所先（到着予定
＝ 10 時 52 分頃）▷第４区 6.0 ㎞＝～
トヨタ従業員駐車場先▷第５区 4.9 ㎞
＝～若宮郵便局前▷第６区 5.1 ㎞＝～
宮若市中央公民館▷第７区 7.2 ㎞＝～
小竹町運動公園

　※タカラスタンダード前中継所から
中山口交差点、京の上三叉路信号、
立林、町立病院、スーパー川食、役
場前を通過し消防署の中継所、新延
橋、泉水峠を通過します

●問い合わせ　鞍手町体育協会（中央公
民館）☎４２局７２００番まで
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後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

15
年
11
月
２
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
24
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　11 月 13 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

● 11 月28 日（日）鞍手クリニック（古門）
　　　　　　　　　 ☎４３局３０３０番

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【９月中】

●とき　11月10日（水）
午前10時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

●ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

●問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 08件（＋11） 件 数 65件（±10）

死 者 20人（±10） 死 者 20人（±10）

傷 者 14人（±10） 傷 者 97人（＋10）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページで、校区別の詳し
い犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況

反射材の利用、明るい服を着用しましょう

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

　夜間においては、車の運転
手から歩行者が見える距離は、
着用している服によって異な
ります。
黒っぽい服装より、明るい服
装のほうがより遠くから歩行者の存在
を確認することがで
きます。夜間の歩行
はできるだけ明るい
服装、反射材の着用
をお願いします。

【９月中】 【累　計】
刑法犯総数 148 件（－ 9） 刑法犯総数 1160 件（－297）

車上ねらい 14 件（－11） 車上ねらい 96 件（－155）

自転車盗難 18 件（± 0） 自転車盗難 124 件（－ 9）

空き巣 20 件（＋13） 空き巣 94 件（－ 40）
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75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
内
容
変
更

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な
ど

給
水
装
置
の
工
事
を
行
う
事
業

者
で
次
の
と
お
り
住
所
変
更
が

あ
り
ま
し
た
。（
水
道
工
事
は

町
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
し

か
で
き
ま
せ
ん
）。

●
（
有
）
水
工
社　

▽
住
所
＝

福
岡
市
城
南
区
桧
原
６
丁
目

１
５
番
７
号
▽
電
話
＝
（
０

９
２
）
５
５
５
局
５
３
４
３

番
●
（
有
）
ジ
ー
エ
ス　

▽
住
所

＝
北
九
州
市
八
幡
西
区
大
平

１
丁
目
１
０
番
１
２
号
▽
電

話
＝
（
０
９
３
）
６
１
３
局

７
７
６
６
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

警
察
で
は
、
11
月
を
「
指
名

手
配
被
疑
者
捜
査
強
化
月
間
」

に
指
定
し
、
オ
ウ
ム
真
理
教
特

別
手
配
被
疑
者
な
ど
の
指
名
手

配
被
疑
者
捜
査
を
重
点
的
に
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、

善
良
な
住
民
を
装
い
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
に
潜
伏
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
、
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
室
内
を
見
せ
な
い
。
部
屋
へ

の
出
入
り
の
際
、
周
囲
を
気
に

し
て
い
る
。
こ
と
さ
ら
近
隣
の

住
民
と
接
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
な
ど
の
不
審
な
行
動
で

す
。
お
か
し
い
な
、
と
思
っ
た

ら
警
察
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
警
察
署

☎
２
２
局
０
１
１
０
番
ま
で

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
で
は
、
次

の
と
お
り
「
あ
す
ば
る
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０
」

を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
27
日
（
土
）、

28
日
（
日
）
両
日
と
も
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
３
丁
目

１
番
７
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
福
岡
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

事
業
推
進
課
☎
（
０
９
２
）

５
８
４
局
１
２
６
１
番
ま

で
戦
後
強
制
抑
留
者
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留

者
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の

請
求
受
付
が
10
月
25
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

●
受
付
期
間　

平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で

●
対
象
者　

平
成
22
年
６
月
16

日
に
日
本
国
籍
を
有
し
存

命
の
人

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

は
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
☎

（
０
５
７
０
）
０
５
９
局

２
０
４
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
、
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
森  

雄
二
様
＝
新
北（
静
子
）

▽
櫻
井
美
年
子
様
＝
新
北
（
信

生
）

▽
古
野
順
治
様
＝
古
門
（
カ

ナ
ヱ
）

▽
福
本
正
樹
様
＝
室
木
（
久
恵
）

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
小
嶋
俊
隆
様
＝
七
ケ
谷
（
吉

田
正
司
）

▽
櫻
井
美
年
子
様
＝
新
北
（
信

生
）

くらしの情報

愛の
贈
り
も
の

総務省では、経済的な理由
などで地上アナログ放送から
地上デジタル放送に移行する
ことが難しい世帯に対する支
援を行っています。
●支援の対象となるのは？　

生活保護世帯などの公的扶
助受給世帯、障がい者のい
る世帯で市町村民税非課税
の世帯、社会福祉事業施設入所者などで
日本放送協会（ＮＨＫ）の受信料の全額
免除を受けている世帯が対象です

●受けられる支援の内容は？　現在お持ち
のアナログテレビに取り付ける「簡易な
チューナー」の無償給付を行います。ア
ンテナ改修などが必要な場合は、その支
援も行います

●申し込み先は？　総務省地デジチュー
ナー支援実施センターです。申込書は各
市町村及び近くの NHK 窓口に設置され
ています

●申し込み締切日は ?　12月 28日（火）まで
●ご注意　ご自身で購入された

チューナーやアンテナ改修な
どの費用を請求、精算するこ
とはできません。また、申し
込みの際は、ＮＨＫとの受信
契約を結び、全額免除の適用
を受けることが必要です

地デジ放送
簡易チューナー給付支援

＊＊＊問い合わせ＊＊＊
総務省地デジチューナー支援実施センター
☎  ０５７０－０３３８４０
NHK視聴者コールセンター
☎  ０５７０－０００５８８
鞍手町役場　☎  ４２局２１１１　
　福祉人権課　内線 245　企画財政課　内線 342

申込期間が延長されました

● 寄附状況（10 月４日現在）

鞍手町ふるさと納税制度

氏　名 住　所 寄附額
６月 30 日までの累積額 3 2 0 , 0 0 0 円  

匿　名 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
匿　名 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
匿　名 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
匿　名 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
匿　名 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
匿　名 京都府 2 0 0 , 0 0 0 円

寄附額合計 2 5 0 , 0 0 0 円
平成 22 年度累積額 5 7 0 , 0 0 0 円

　 ● 申し込み・問い合わせ　ふるさと納税
に関する詳しい内容は役場企画財政課政
策財政班または、町公式ホームページまで

町では、平成 20 年 10 月より「ふるさと
納税（寄附）」制度を導入し、これまでに多
くの人にたくさんの応援をいただきました。
●住民税や所得税の寄附控除が受けられます。

町に対して寄附をすると、寄附額の 5,000
円を超える部分の一定額が住民税や所得
税から控除されます。ただし、寄附控除
の額には上限がありますので、ご注意く
ださい

●ふるさと納税の呼びかけにご協力を　
　ふるさと納税制度は、「生まれ育ったまち

を大切にしたい」「まちの発展に貢献した
い」という気持ちを寄附というかたちで
あらわす制度です。これからも応援よろ
しくお願いします
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広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・９月の人の動き

平成 22 年 11 月号  No.611

・人口　17,703 人
・男性　 8,404 人
・女性　 9,299 人
・世帯数  7,574 世帯

（平成22 年９月30 日現在）

・出生  10 人
・死亡  15 人
・転入  31 人
・転出  137 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ □ 11月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 月

2 火

3 水 文化の日
第 25 回鞍手町少年の主張大会

4 木 補聴器相談（町立病院：14 時～ 17 時）
１歳半、３歳児健診（福祉センター）

5 金 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

6 土

7 日 くらて元気まつり（文化体育総合施設内：16 Ｐ参照）

８ 月

９ 火

10 水 無料法律相談（くらじの郷：14 Ｐ参照）

11 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター）
補聴器相談（役場：11 時～ 12 時）

12 金

13 土 いろりばたお話の会（歴史民俗資料館：10 時～）

14 日 総合検診 14 日～ 16 日（福祉センター：８時 30 ～ 10 時 30 分）

15 月

16 火

17 水

18 木 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

19 金

20 土 補聴器相談（町立病院：９時～ 12 時）

21 日

22 月

23 火 勤労感謝の日

24 水

介護保険証交付　24 日～ 26 日
　　　　　 （役場：８時 30 分～ 17 時 15 分　17P 参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P 参照）
補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）
乳幼児相談（福祉センター）

25 木
心配ごと相談（くらじの郷：14 Ｐ参照）
国民健康保険税（６期分）納付期限
７か月、12 か月健診（福祉センター）

26 金 ポリオ予防接種（福祉センター）

27 土

28 日

29 月

30 火 補聴器相談（町立病院：14 時～ 17 時）

　

　【枝豆入り豚つくねのおろしポン酢】１人当たりの栄養価　211kcal

　■材料（６人分）
　豚つくね……豚ミンチ（360g）、酒（大さじ３）、塩（小さじ
　2/3）、ねぎのみじん切り（100g）、しょうが汁（20g）、片栗
　粉（大さじ１）　

枝豆（正味 50g）、酒（大さじ３）、サラダ油（大さじ１）、お
ろし大根（300g）、ポン酢しょうゆ（大さじ３）

　■作り方
　①枝豆は茹でてさやと薄皮を除き、あらく刻んでおく。
　②ボウルに豚つくねの材料と①の枝豆を入れて混ぜ合わせ、

18 等分にして小判型に整える。
　③フライパンに油を中火で熱し、

②を焼く。裏返しして酒をふ
り、弱めの中火でこんがりと
焼く。

　④器に盛り、おろし大根とポン
酢しょう油を添える。

【小松菜と海苔の煮浸し】１人当たりの栄養価　31kcal

　■材料（６人分）
小松菜（300g）、しめじ（１パック）、焼きのり（全形３枚）、
だし（1/2 カップ）しょうゆ（大さじ 2.5）
■作り方
　①小松菜は３㎝長さに切る。し

めじは軸をのぞいてほぐして
おく。

　②のりはポリ袋に入れて、よく
揉む。

　③フライパンにだしとしょうゆ
を入れ、小松菜の軸としめじ
を加えて火にかける。煮立ったら葉を入れてひと煮し、の
りを加えて混ぜる。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

※次回定例会は11月９日（火）午前10時からです。

テーマ
「糖尿病を予防する!!」

◆◆  一口メモ  ◆◆糖尿病を予防しよう

～食物繊維の効用～
　大切なのは、１日３食規則正しく食
べること
◆積極的に摂りたい食物繊維
①野菜に多く含まれるので、１日に
　350g、１食あたり 100g ～ 150g は摂
　取するようにしましょう。
②きのこや海藻も食物繊維の供給源。
　１日に 30 ～ 40g は摂取したいもの
　です。




